


































































































































































































































































































争鳴』2003 年第 6 期）  趙勇は，（「誰の “日常生活審美化” なのか？ どのように “文化研究” 












年第 3 期） の中で「昨今の人々は，多かれ少なかれ “感性を享受” するとき，当代の “市
場経済” “貨幣体制” の拘束と制約を受けざるを得ない…」「いわゆる “経済的実力” がす
でに現代世界の最高の覇権となった。“新自由主義” の理論家は “グローバル企業” を “民
族国家” に代える構想を打ち出したが，それは一つの “理性権力” をもう一つの “理性権力”
に代えるに過ぎない。」としている。（41）
 陶東風によれば，（『大衆消費文化研究的三種範式及其西方資源―兼答魯枢元先生―』）
2003 年 11 月に首都師範大学文芸学学科と『文芸研究』が “日常生活審美化与文芸学的学
科反思” 学術討論会を主催し，関連する文章が発表されると，論争が起こった。（42）
 北京師範大学文芸学中心では 2004 年 5 月に “文芸学的辺界” 学術会議で，「日常生活審








ンテクストになったためである。中国知識人が 90 年代に提唱した “人文精神” は，大衆
文化に対峙するところのもので，この後も，大陸ではエリート主義，道徳理想主義と審美
主義が大衆文化批判の主流となった。『“人文精神与大衆文化” 筆談』（『文芸理論研究』









































































（７） 劉康「当代西方思潮中的 “新” 与 “后”」『文景』2005年8月
（８） 王岳川著『后現代后殖民主義在中国』首都師範大学出版社 2002年
  王岳川『后現代后殖民主義在中国』における后学思想研究者は以下のとおり。
  汪堂家 （デリダ）   張世英 （ヘーゲル）   湯一介 （伝統哲学）   叶秀山 （ソクラテス）   鄭家棟 （新儒
学）   楊耕 （ポストモダニズム）   劉小楓 （現代性）   汪暉 （現代性）   劉放桐 （現代西洋哲学）   江天驥 
（フランクフルト学派）   李幼蒸 （理論記号学）   宋祖良 （ハイデガー）   欧陽謙 （西洋哲学・弁証法） 
孫利天 （弁証法）   孟建偉 （科学技術哲学）   鄭祥福 （科学哲学）   馮俊 （デカルト・ポストモダニズム） 
楊大春 （脱構築・テクスト）   李銀河 （フェミニズム）   胡金生 （フェミニズム）   卓新平 （宗教・神学） 
付文忠 （思潮・文化政策）   張世平 （社会学）   王小章 （社会心理学）   趙一凡 （文化批評）   王寧 （文学
批評・ポストモダニズム）   程文超 （ポストモダニズム）   王岳川・王一川 （ポストモダニズム）   史成
芳 （詩学）   王徳胜 （審美文化）   段煉 （芸術）
（９） 后学文化推進者は以下のとおり。王治河 （思潮・フーコー）   滕守堯 （西欧美学・審美心理学）   張
法 （西洋美学・芸術学）   呉暁明 （社会思想）   尹樹広 （ポストモダン理論）   郭貴春 （科学実在論）   陳
暁明 （文学）   張頤武 （后学）   鄭敏 （脱構築）   王一川 （ポストモダニズム・文学）   河清 （ポストモダ
ニズム・美術史）   王賓 （ポストモダニズム）   曾艶兵 （中国当代文化）
（10） 王治河「一種后現代主義」ハルビン『求是学刊』1996（6）
（11） 滕守尭は中国社会科学院哲学研究所研究員。主な著作に『審美心理描述』北京 中国社会科学出
版社，1985   『芸術社会学描述』上海 上海人民出版社 1987   『中国懐疑論伝統』沈陽，遼寧人民
出版社，1992年   『文化的辺縁』北京 作家出版社 1997年
（12） 張法 中国人民大学哲学系教授。
（13） 呉暁明 復旦大学哲学系教授 主要著作に『歴史唯物主義的主体概念』上海 上海人民出版社，
1993年   『科学与社会』上海，遼東出版社，1995年   『馬克思主義社会思想史』上海，復旦大学出版社，
1996年




1994年   『剰余的想像：九十年代的文学叙事与文化危機』，北京，華芸出版社，1997年，『彷真的年代』







（19） 后学理論批判者は以下のとおり。徐友漁 （中国当代文化）   趙敦華 （西洋哲学・キリスト教）   鄧曉
芒 （哲学）   張国清 （ポストモダン批判）   王守昌 （社会哲学）   馮承柏 （社会経済・近代化）   賀来 （公
共性問題）   盛寧 （ポストモダン思潮批判）   王逢振・郭宏安 （ポスト構造主義批判）   章国鋒 （文学） 





哲学1500年』北京，人民出版社，1994年   『西方哲学通史』（第1巻）北京，北京大学出版社，1996









（28） 余虹 中国人民大学中文系教授 主な著作に『思与詩的対話』北京， 中国社会科学出版社， 1991
年   『中国文論与西方詩学』北京，三聯書店，1999年 『芸術精神』北京，社会科学文献出版社，






い。陶東風 （文化研究）   許紀霖 （歴史・文化批評）   黄平 （社会学）   張寛 （文化批評）   盛洪 （経済） 
邵建 （文化批評）   楽黛雲 （比較文化）   張京媛 （文化批評）   羅鋼 （思想・文化理論）   楊乃喬 （文化批
評）   戴錦華 （比較文化）   王小東 （全球化）   李希光 （メディア）   昿新年 （知識人・思想）
（33） 海外漢学界的后現代后殖民に挙げられているのは，「後学」論者および新左派系が多い。李欧梵 （文
学）   李沢厚 （哲学）   叶維廉 （文学）   周蕾 （文化批評）   梁燕城 （哲学）   張隆渓 （比較文学）   趙毅衡 
（批評）   徐賁 （新思潮・理論）   甘陽 （思想）   崔之元 （社会経済）   張旭東 （文化美学）   劉康 （文化批
評）









  夏瑩 著（清華大学哲学博士。南開大学哲学系）『消費社会理論及其方法論導論―基於早期鮑徳里亜
的一種批判理論建構―』中国社会科学出版社 2006年







（39） 趙勇『誰的 “日常生活審美化”？ 怎様做 “文化研究”？』『河北学刊』2004年第5期
（40） 魯枢元『評所謂” 新的美学原則” 的崛起』『文芸争鳴』2004年第3期












( 6 )		 	 	 		当代中国文化批评　北京大学出版社　2006年
( 7 )	周选:文化表征与文化研究　北京大学出版社　2007年
( 8 )		 	 		文化现代性与美学问题　中国人民大学出版社　2005年




















(26)	 	 	 	 		后现代主义　河南大学出版社　2004年
(27)	李欧梵:未完成的现代性　北京大学出版社　2005年
(28)	舒也:美的批判　以价值为基础的美学研究　上海人民出版社　2007年
(29)	传泽:文化想像与人文批评　市场逻辑下的中国大众文化发展研究　中国传媒大学出版社　2007年
(30)	曹卫东:思想的他者　北京大学出版社　2006年
(31)	肖锦龙:德里达解构理论思想性质论　中国社会科学出版社　2004年
(32)	中国社会科学院外国文学研究所文艺理论室:跨文化的文学理论研究　百花文艺出版社　2006年
(33)	张品良:网络文化传播　一种后现代状况　江西出版集团　2007年
(34)	 1-1　刘康　中国现代文化研究在西方的转型－兼答林培端、杜迈可、张隆溪教授
	 	 1-2　刘康　批评理论与中国当代文化思潮
	 	 1-3　刘康　全球化与中国现代的不同选择
	 	 1-4　张颐武　阐释「中国」的焦虑
	 	 1-5　张颐武　再说「阐释中国」的焦虑
	 	 1-6　张颐武　面对全球化的挑战
	 	 1-7　郑敏　文化、政治、语言三者关系之我见
	 	 2-1　徐贲　「第三世界批评」在当今中国的处境
	 	 2-2　徐贲　什么是中国的「后新时期」?
	 	 2-3　徐贲　再淡中国「后学」的政治性和历史意识
	 	 2-4　赵毅衡　「后学」与中国新保守主义
	 	 2-5　赵毅衡　文化批评与后现代主义理论
	 	 2-6　张隆溪　再论政治、理论与中国文学研究－答刘康
	 	 2-7　张隆溪　多元社会中的文化批评
	 	 2-8　王晓明　再批评的姿态背后
	 	 2-9　杨杨　先锋的遁逸
